
河
川
の
水
質
の
状
況

　
市
で
は
、
近
隣
の
7
つ
の
町
村
と
合
同

で
、毎
年
4
回
河
川
の
水
質
調
査
を
行
い
、

広
域
的
な
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
、
8
つ
の
河
川
12
地
点
で
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
川
の
水
の
汚

れ
の
指
標
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
：
単
位
㎎
／
ℓ
）を
取
り
上
げ
、
汚
れ

の
程
度
を
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
、

水
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。

（注2）
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

　

自
動
車
や
工
場
・
事
業
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素（
特
に
不
飽

和
炭
化
水
素
）が
太
陽
光
線（
紫
外
線
）を
受
け
て
、

光
化
学
反
応
し
、
二
次
的
汚
染
物
質
を
生
成
す
る

こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。

（注3）
Ｐ
Ｍ
2
・
5（
微
小
粒
子
状
物
質
）

　
大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
2
・
5
μ
ｍ（
1
μ
ｍ

は
1
㎜
の
千
分
の
1
）以
下
の
小
さ
な
粒
子
の
こ

と
。
Ｐ
Ｍ
2
・
5
は
非
常
に
小
さ
い
た
め（
髪
の
毛

の
太
さ
の
1
／
30
程
度
）、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り

や
す
く
、
呼
吸
器
系
へ
の
影
響
に
加
え
、
循
環
器

系
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
調
査
の
結
果

　
平
成
21
年
に
県
が
実
施
し
た
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
、
新
郷
公
園
の
地
下
の
土

壌
及
び
地
下
水
が
環
境
基
準
を
超
え
る
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（注4）
等
の
揮
発
性
有
機

化
合
物
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
で
は
汚
染
の
原

因
を
解
明
す
る
た
め
、
公
園
内
で
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
と
公
園
周
辺
の
地
下
水
及
び

工
業
団
地
周
辺
の
地
下
水
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
公
園
内
や
調
査
地
点

の
一
部
で
揮
発
性
有
機
化
合
物
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ

（注5）
に
よ
る
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
塩

化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
（注6）
に
も
汚
染
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
～
令
和
2
年
度
の
継
続
的
な
調

査
に
よ
り
汚
染
は
比
較
的
深
い
場
所
に
あ

り
、
汚
染
の
範
囲
は
、
新
郷
公
園
及
び
そ

環
境
基
準
（注1）
と
の
比
較

　

調
査
結
果（
年
4
回
の
平
均
値
）で
は
、

4
地
点
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
ま
し

た
。

（注1）
環
境
基
本
法
の
中
で
、
人
の
健
康
を
保
護
し
、

生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
、
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
基
準
と
し
て
、
大
気
の
汚
染
、
水
質

の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
及
び
騒
音
に
か
か
る
環
境

上
の
条
件
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

の
周
辺
の
一
定
範
囲
に
限
定
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

（注4）
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　

長
時
間
取
り
込
み
続
け
る
と
肝
臓
や
腎
臓
へ
の

障
害
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揮
発
性

有
機
化
合
物（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
）の
一
種
で
す
。

（注5）
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

　

長
期
的
な
摂
取
に
よ
り
脂
肪
に
蓄
積
し
、
皮
膚

障
害
、
肝
障
害
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（注6）
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー（
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）

　
国
際
が
ん
研
究
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）の
評
価
で
は
人

に
対
し
て
発
が
ん
性
の
あ
る
物
質
と
さ
れ
て
い
ま

す
。揮
発
性
有
機
化
合
物（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
）の
一
種
で
す
。

今
後
の
対
応

　
県
及
び
市
で
は
、
汚
染
の
動
向
を
把
握

す
る
た
め
、
引
き
続
き
調
査
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

地
下
水
調
査
に
対
す
る
問
合
せ

県
東
松
山
環
境
管
理
事
務
所
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令
和
2
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

国
の
定
め
る
環
境
基
準
を
超
え
た
地
点
数

は
前
回
の
調
査
結
果
と
比
べ
て
大
き
な
変
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せ
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。
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身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
の
配
慮
行
動
が
、
地
域
や
地
球
の
環
境
に
良
好

な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
、
食
器
洗
い
で
洗
剤
の
使
用
を
な
る

べ
く
控
え
る
こ
と
、
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
止
め
る
こ
と
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
水
や
大
気
の
環
境
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
の
現
状
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
身
近
な
環
境

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
動
車
騒
音
常
時
監
視
状
況

　
市
で
は
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
を
評

価
対
象
路
線
と
し
、
自
動
車
の
運
行
に
よ

る
騒
音
の
影
響
が
お
お
む
ね
一
定
と
み
な

せ
る
区
間
や
道
路
構
造
な
ど
の
状
況
に
よ

り
34
区
間
に
分
け
、
令
和
2
年
度
は
3
路

線
6
地
点
に
つ
い
て
24
時
間
常
時
監
視
測

定
を
実
施
し
ま
し
た
。
道
路
に
面
す
る
地

域
に
立
地
し
て
い
る
住
居
等
を
対
象
に
自

動
車
騒
音
環
境
基
準
へ
の
適
合
状
況
を
面

的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

環
境
基
準
と
の
比
較

　

全
体
評
価
に
つ
い
て
は
、
全
体（
1
、

3
5
9
戸
）で
は
昼
夜
と
も
に
基
準
値
以

下
は
1
、
3
4
8
戸（
99
・
2
％
）、
昼
の

み
基
準
値
以
下
は
6
戸（
0
・
4
％
）、
夜

の
み
基
準
値
以
下
は
4
戸（
0
・
3
％
）で

し
た
。

　
な
お
、
昼
夜
と
も
に
基
準
値
超
過
は
1

戸（
0
・
1
％
）で
し
た
。

　

道
路
種
類
別
評
価（
こ
ち
ら
は
過
去
年

度
結
果
分
含
む
）に
つ
い
て
、昼
夜
と
も
に

環
境
基
準
値
以
下
は
、一
般
国
道
に
面
す
る

地
域
で
は
1
、
4
0
5
戸
中
1
、
2
8
1

戸（
91
・
2
％
）、
県
道
に
面
す
る
地
域
で

は
4
、
2
7
9
戸
中
4
、
2
2
5
戸（
98
・

7
％
）、
高
速
道
路
に
面
す
る
地
域
で
は

6
1
2
戸
中
6
1
2
戸（
1
0
0
％
）で
し

た
。

大
気
の
汚
染
状
況

　
県
で
は
五
領
町
近
隣
公
園
と
岩
鼻
運
動

公
園
に
測
定
機
器
を
設
置
し
、
大
気
の
汚

れ
具
合
を
常
時
観
測
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
の
結
果
を
見
る
と
、
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
（注2）
注
意
報
の
発
令
日
数
は
2

日
で
し
た
。
平
成
31
年
度
の
5
日
と
比
較

す
る
と
、3
日
間
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、Ｐ
Ｍ
2・5（
微
小
粒
子
状
物
質
）

（注3）
に
つ
い
て
は
、
国
が
注
意
喚
起
の
た
め

に
示
し
た
日
平
均
値
の
指
針（
70
μ
ｇ
／

㎥
）を
超
え
た
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

環
境
環
境
に
つ
い
て
の

に
つ
い
て
の

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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河川の水質状況
単位（mg/ℓ）

No. 河川名 調査場所 環境基準 平均値
1 滑川 上橋 ３以下 3.6
2 滑川 不動橋 ３以下 4.3
3 角川 東松平橋 ３以下 1.3
4 月中川 滑川合流点上流 ３以下 6.8
5 市野川 西耕地 ３以下 1.4
6 市野川 滑川合流点下流 ５以下 3.2
7 市野川 新江川合流点下流 ５以下 2.6
8 新江川 市野川合流点上流 ５以下 1.9
9 都幾川 月田橋 ２以下 0.5
10 都幾川 早俣橋 ２以下 0.6
11 九十九川 越辺川合流点上流 ３以下 3.6
12 越辺川 都幾川合流点上流 ３以下 0.8

・ヤマメ、イワナの生育にはBOD2㎎ /ℓ以下が望ましい
・アユの育成にはBOD3㎎ /ℓ以下が望ましい
・コイ、フナの育成にはBOD5㎎ /ℓ以下が望ましい
・人の日常生活で不快を感じない限度は、BOD10㎎ /ℓとされて

いる
（生活環境の保全に関する環境基準より抜粋）

一言メモ

自動車騒音常時監視測定地点
記号 測定場所 路線

A 石橋地内 深谷東松山線

B 松山町三丁目地内 深谷東松山線

C 沢口町地内 行田東松山線

D 松山地内 行田東松山線

E 本町二丁目地内 行田東松山線

F 上唐子地内 大野東松山線
※市内34か所を5年ローテーションで調査しています。

身近な
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